
チケットの二次流通と利益還元の提案
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概要：不正転売に関する法律が施行されたにも関わらず，依然としてコンサートなどのチケットが不正に
高額転売され問題になっている．本論文では，この高額転売によって転売屋が獲得してきた莫大な利益の
一定割合をアーティストに還元するシステムを導入することで，ファンの納得性や音楽業界の活性化とと
もに，間接的に高額転売を抑制することを目標とする．このシステムでは，チケットを NFT (Non-Fungible
Token)で流通させ終演後にトークンの失効を実現する機能や，自動的に利益還元の判断を行いアーティス
トや運営への還元を実現する機能を備えている．NFTを用いることによって，ブロックチェーンと紐付い
ているチケットの譲渡や転売の動きを偽造されることなく把握することが可能となる．また，利益還元を
実現することによって，ファンは応援する気持ちを直接アーティストにお金として投資することが可能に
なり，音楽業界の次代を担う新しいアーティストを育成する仕組みとなる．
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A Proposal for Secondary Distribution of Tickets and Profit Sharing
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Abstract: The illegal resale of tickets to concerts and other events at high prices has still become a problem, despite
the enforcement of anti-scalping law. Our proposal intends to indirectly curb resale by introducing a system in which
a certain percentage of the huge profits earned by resellers through this high resale is returned to the artists. Proposed
system has a function to distribute tickets using NFT (Non-Fungible Token) and realize token expiration after the
concert, as well as a function to automatically send a predetermined percentage of profits to the artist. NFT makes it
possible to track the transfer and resale of tickets linked to the blockchain without being counterfeited. In addition, by
realizing the return of profits, fans will be able to invest their support directly to the artists, and the system can nurture
new artists who will lead the next generation of the music industry.
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1. はじめに
2016年 8月 23日大手新聞に，4つの音楽業界団体による

チケットの高額転売反対の意見広告が掲載された．その意
見広告を契機として，コンサートやスポーツ観戦などのチ
ケットを不正に転売する「不正転売」が問題になっている．
具体的には，チケットを買い占めて不当に価格を釣り上げ
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て転売することで大きな利益を得る個人や業者（いわゆる
転売屋）が横行していることや，このことにより，本当に
欲しいファンがチケットを購入できない点，さらには転売
サイトが犯罪の温床となっている点が問題とされている．
このような背景のもと，チケットの不正転売を禁止する

法律が 2018年 12月に公布され，2019年 6月に施行され
た．この法律は，条件に当てはまるチケットを不正に転売
した場合，チケットを転売した側もチケットを譲り受けた
側も懲役または罰金が科せられる．
一方，なんらかの理由でイベントに行けなくなり，使わ

なくなったチケットを転売したいというニーズは潜在的に
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あり，例えばチケットぴあの Cloakサービスにもリセール
の仕組み [4]が備えられている．このような正規転売を許
容し，法外な費用で繰り返し取引される不正転売を防止す
るチケット管理システムについて，今まで複数の研究が提
案されている．例えば，ブロックチェーンを用いることで
チケットの流通を追跡可能とする方法（例えば [6])や，不
正転売されたチケットを使った場合に会場に入場させない
ための顔認証システム（例えば [7]）が提案されている．し
かしながら，利便性や入場時の効率性も考慮すると現時点
では不正転売を完全に防ぐのは難しいと考えられる．
そこで，本稿では発想を変えて，不正転売の真の問題は

転売屋が高額転売によって不当に莫大な利益を得ている点
と考えた．そして，チケットを NFTで実装することで追
跡可能とし，加えて，スマートコントラクトを用いて，転
売屋が得た過剰な利益から所定の割合を，アーティストや
運用側に自動で還元する仕組みを提案する．

2. 準備と既存提案
2.1 準備
• NFT：NFT(Non-Fungible Token)とは，Ethereumのトー
クン標準規格 ERC721などを用いて実装された代替不
可能性をもつトークンである．代替不可能性とは，法
定通貨やポイントサービスのように同じ価値で同じ量
の他のトークンと交換できるものと異なり，唯一無二
な性質である．このトークンにより，主にはデジタル
アート作品やゲーム内のキャラクター・アイテムを所
有者に紐づけて資産としての価値を有することがで
きる．

• スマートコントラクト：スマートコントラクトとは，
ブロックチェーン上のプログラムであって，あらかじ
め設定されたルールに従って，トランザクション（取
引），やブロックチェーン外の情報をトリガーにして
実行される．

2.2 既存研究
ここでは，３つの既存研究について紹介する．
1つ目の方法は，ブロックチェーンを利用することで，販

売と転売に関わる複数社間でのチケット管理を可能とした
チケット管理システム [6]である．転売サービスがチケッ
ト流通にかかわる情報を, パーミッションド型のブロック
チェーンに記録することで処理の透明性を確保している．
そして，チケットの転売後に発券済みの転売元のチケット
を失効することで，転売先へのチケット発行を確実に実行
し，転売元チケットを利用した入場リスクを確実に無くす
ことが可能になる．また，転売元と転売先はお互いを知る
ことなく転売を実行するため，両者の結託を防止すること
ができる．

2つ目の方法は，BIPROGY社が提供する Kimaticke（キ

マチケ）[1] で使われている方法である．この方法では，
様々な電子チケットや電子クーポンをブロックチェーンに
記録されたセキュリティトークンとして実現し，店舗間で
の相互送客と地域全体の活性化を実現している．利用者は，
電子チケットを管理するアプリを利用して，QRコードを
読み取ってチケットの交付や電子クーポンの取得を行う．

3つ目の方法は，ZAIKO社が提供する Digitamaサービ
ス [2]であり，その１つのサービス Digitama Stubs[3]では，
イベントのキービジュアルや日程，会場名，シリアルナン
バーがついたチケット半券を NFT化して自分だけの記念
として永続的に取得できる機能を有する．
上記３つの既存研究は，いずれも，額面で転売処理を行

う正規転売を可能としつつも，不正転売を防止する方法で
ある．しかし一方で，例えば SNSなどのこれらシステム外
において，活発に高額転売が交渉されている．

3. ベースとなるレポート [5]

ここでは，本論文のコンセプトベースとなる 2017年に
公開されたレポート [5]について概要を説明する．このレ
ポートでは，チケット転売のように大きな社会的ニーズの
あるものを法律で禁止・規制すれば逆にコントロールがで
きなくなると指摘している．そこで，この著者は，EUに
おける欧州指令によって導入された「追及権」という概念
を，転売マーケットの分野に導入することを提案している．
つまり，転売マーケットでは券面価格以上の設定で取引す
ることを認め，もしも転売成立したチケットに券面価格と
高額転売価格の差額が発生した場合，その差額の一定割合
をアーティストや運営に還元する仕組みを構築する．そし
て，具体的にはコンサートのチケットを一種の金融資産と
みなし，時限的な暗号資産として流通させることで，「転
売の事実および取引価格の情報を正確に把握できる」や，
「差額の一定割合を徴収し還元することが物理的に可能」と
いったメリットがあると指摘している．
私は，このレポートのコンセプトに，特に以下 2点の観

点で共感し，本論文においてこのコンセプトを具現化する
方法を検討している．
• ファンの思いとしては，高額でも安全にチケットを買
える仕組みが好ましい．

• 自身が高額購入することにより，「推し」に何らかの
応援となればうれしい．さらに，音楽業界が盛り上が
り，新しいアーティストが育成できるのであれば，そ
れでもよい．

4. 提案方法
4.1 提案するシステム像
ここでは，チケット転売問題の１つの解決とし，チケッ

トを NFTとして流通させ，アーティストや運営への利益
還元を「スマートコントラクト」を用いて行うシステム
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を，ブロックチェーン（と電子署名）で実現するチケット
管理システムを提案する．コンセプトとしては 3章で述べ
た [5]をベースとし，方式としては 2章で説明した [6]を
拡張する．
なお，ここでの前提は次の通りとする．
• 本論文で提案するチケットは NFTで実現し，紙チケッ
トや，現在主流となっている Cloakや e+などの電子チ
ケットでの流通は含まない．

• 本論文では，最終的にスマートコントラクトを用いて
アーティストに利益還元することを考えているため，
お金のやり取りは全て Ethereumなどを用いてブロッ
クチェーン上で完結する．つまり，現金やクレジット
カードでの支払いはないものとする．

4.2 使用するブロックチェーンの検討
ここでは次の条件を満たすブロックチェーンを考える．
• NFTとスマートコントラクトが実装できる
• 書き込み可能なノードを限定するパーミッションド型
のブロックチェーン

ただし，本論文 5章における詳細設計では，１点目の条件
を優先し Ethereumを想定する．

4.3 提案するチケット管理システム
[ノードの説明 ]

ブロックチェーンに書き込みができるノードは次のとおり
である．
• 興行主：イベント IDやチケット IDの登録，枚数分の
チケット発行準備などを行う

• チケット販売会社：興行主によってブロックチェーン
上に発行されたチケットを販売

• 転売サービス会社:チケットを転売し，転売状況を管
理する

• イベント会社:イベント入場時にチケットや本人の正
当性を確認

なお，これ以外に，チケット購入者（転売屋を含む）と転
売先のユーザ，利益還元先のアーティスト・運営側が存在
するが，これらはブロックチェーンに書き込みはできない
ものとする．また，ブロックチェーン上のデータの参照は
誰でもができる．

[システム全体像 ]
図 1に，システム全体像を示す．
図 1を用いて，以下動作概要を説明する．

1O 興行主は，まずイベント IDとチケット IDを発行し，
ブロックチェーンに記録する．

2O チケット販売会社はチケットに対する署名ペア鍵を生
成し，検証鍵をブロックチェーンに記録する．

3O チケット販売会社はチケットを NFT化して購入者に

チケットを発行する．購入者はチケット販売会社に券
面価格を支払う．

4O チケット購入者（この場合は転売屋）は転売サービス
会社に転売申請をする．

5O 転売サービス会社は，転売申請に付されている署名を
検証しブロックチェーンに記録する．

6O 転売屋は転売先にチケットを渡し，代わりに転売価格
を受け取る．

7O 転売屋は，あらかじめ登録されているアーティスト・
運営組織に対して，券面価格と転売価格の差分の一定
割合を利益還元として送金する．

8O 転売先のチケット購入者はイベント入場時に，チケッ
トを提示して入場する

9O イベント会社はチケットに付されている署名を検証し
て，入場したことをブロックチェーンに記録する．

4.4 NFTの利用
提案方法では，チケットを一種の金融資産とみなして時

限的な暗号資産としてブロックチェーン上に流通させる
仕組みを提案する．販売から失効までの全てをブロック
チェーン上で完結するため，転売事実や取引価格の情報を
正確に追求・把握することが可能である．本システムで用
いる NFTは，チケット IDを keyとして，購入者アドレス，
券面価格，取引日時，入場や転売状態のステータス，トー
クンの有効期限のデータを保有する．これらのデータは転
売される度に上書きされるが，それまでのデータは記録と
して残すものとする．コンサート終演後に失効する機能を
持つため，永久価値を持たない（時限的）．失効時には自動
的に（もしくはチケット販売会社やイベント会社によって）
ゴミ箱アドレスへ送られる．これによって確実なチケット
失効を実現することができる．

4.5 利益還元
今まで転売屋が高額転売によって獲得していた利益の一

定割合をアーティストや運営に利益還元することで，現在
の音楽業界に欠けていると言われている「次代を担う新し
いアーティストを育成する仕組みの担保」を確率する土台
となる．3章で説明したレポート [5]における「追及権」を
参考とし，本システムでは還元率を４％と設定する．利益
還元のプログラム部分にはスマートコントラクトを適用す
る．転売価格が本来のチケット券面価格以上である場合，
自動的に転売元のアドレスからアーティストや運営のアド
レスに差額の 4％を送金するプログラムを組み込む．自動
的なフローにすることで，意図的に転売元が利益還元を行
わないリスクや虚偽の利益申請などを防ぐことが可能にな
り，確実な利益還元を実現することができる．
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図 1 システム全体像

興行主 イベント管理システム

処理完了通知

イベント登録申請

イベントコントラクト

記録完了通知

チケット発行リクエスト

イベント生成トランザクション

BC

イベントを記録

チケット販売システム

ref

チケット発行フロー

興行主 イベント管理システム イベントコントラクト BC チケット販売システム

図 2 イベント生成フロー

5. 実装に向けた詳細設計
本章では，提案方法を，チケットを Ethereumの ERC721

で規定される NFTで実現し，支払いは Ethereumのトラン
ザクションで実現すると想定して詳細設計する．また，利
益還元処理をスマートコントラクトで実装する．なお，ス
マートコントラクトは，ブラウザベースの開発環境 Remix-
Solidity IDEを用い，スマートコントラクトは JavaScriptな
どで実装されたプログラムから起動することを想定して
いる．
以下では提案方法を，(1)イベント生成 (2)イベント削除

(3)チケット発行 (4)チケット購入 (5)チケット転売 (6)利
益還元の 6つのフローに分けて動作を説明する．なお，フ
ロー設計においては，[6]の実装に向けた詳細設計 [8]の記
載を参考とした．また，(1)～(5)のフローにおいては，チ
ケットの処理を説明し，対応するチケット代の支払い処理
については省略するものとする．

(1)イベント生成
図 2にイベント管理システムによるイベント生成のフロー

を示す．興行主は，イベント管理システムを立ち上げ，イ
ベント ID，チケット発行枚数，開幕状態を表すステータス
を入力する．イベント管理システムは，イベントコントラ
クトを起動し，入力されたイベント情報をブロックチェー
ン（BC）に記録する．さらに，イベント管理システムは，
チケット発行のリクエストとイベント情報を，チケット販
売システムに送信する．

(2)イベント削除
図 3にイベント削除のフローを示す．興行主は，イベント
管理システムを立ち上げ，イベント IDを入力することで，
所定のイベントの削除を実行する．イベント管理システム
は，BC上に入力されたイベント IDを見つけてステータ
スを閉幕状態に更新し，イベントを削除する．また，NFT
トークンの有効期限に基づき，イベント終演後にチケット
は自動的にチケット保有者のアドレスから特定のゴミ箱ア
ドレスへと送信され失効する．

(3)チケット発行
図 4にチケット販売システムによるチケット発行のフロー
を示す．チケット販売システムは，イベント管理システム
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興行主 イベント管理システム

処理完了通知

イベント削除申請

イベントコントラクト

記録完了通知

チケット削除トランザクション

イベント削除トランザクション

BC

イベントを削除

チケットコントラクト

興行主 イベント管理システム イベントコントラクト BCチケットコントラクト

チケットを削除

削除完了通知

図 3 イベント削除フロー

から起動され，チケット枚数分のチケット IDを発行する．
そして，イベントコントラクトを介して，チケット IDを
BCに登録する．同時にチケットのステータスが販売状態
であることを BCに記録する．

(4)チケット購入
図 5にチケット販売システムによるチケット購入のフロー
を示す．チケット購入希望者は，チケット販売システムを
立ち上げ，希望するイベント IDとチケット枚数を入力す
る．チケット販売システムは，入力されたチケット枚数分
の鍵ペアとなる秘密鍵と検証鍵（公開鍵）を生成して，そ
のうち秘密鍵を，BCから参照したチケット（NFTトーク
ン）と共に購入者へ送信する．また，検証鍵をイベントコ
ントラクトを介して BCに記録する．

(5)チケット転売
図 6にチケット転売システムによるチケット転売のフロー
を示す．チケット転売を希望する購入者は，チケット転売
システムを立ち上げ，チケット IDと秘密鍵を入力する．チ
ケット転売システムは，チケット IDを基にして，秘密鍵を
使用して作成された署名をチケットコントラクトを介して
BCに記録する．そして，チケット IDに対応した BC上の
チケットデータから対応する署名鍵を求め，上記署名を検
証する．署名が正当だった場合は，転売希望のチケットが
正規のものと判断し，チケットのステータスを転売状態に
書き換えることで，転売可能となる．転売チケットの購入
は，図 5のチケット購入フローと同様に処理され，チケッ
ト転売が完了すると，(6)の利益還元フローを呼び出す．一
方，署名が検証できなかった場合は，転売拒否となる．

(6)利益還元
図 7に利益還元のフローを示す．利益還元フローでは，転
売先から転売元へ転売価格での支払いが行われた後，自動
的に支払いコントラクトが起動する．そして，BC上にチ
ケット IDと連携して記録されている券面価格を参照し，こ

の券面価格と転売価格の差額が支払いコントラクトで計算
される．そして，もし転売価格が券面価格を超える場合，
すなわち高額転売であった場合は，差額の 4％を算出し，
自動的に転売元のアドレスからアーティストや運営のアド
レスへと送金が行われる．
なお，購入者がイベントに入場する際には，(5)チケット

転売フローと同様に入場者の有するチケットの正当性を署
名で確認するとともに，チケットのステータスを入場済み
状態に書き換える．

6. 考察
5章の詳細設計を通じて，以下を考察した．
• チケットを NFTで実装し，その正当性を署名で確認
することで安全にチケットを転売できる．また，利益
還元をスマートコントラクトで実装することで，もし
転売価格が券面価格と比べて高額な場合も，対応する
還元額をアーティストに間違えなく送金可能である．

• ブロックチェーンに転売が記録されることで，不正に
高額な転売価格を付けた転売屋は身元が暴かれること
になる．また，転売屋から一定割合の利益搾取を行う
ため，転売によって生計を立てている転売屋は，従来
よりも収益が少なくなり，転売から手を引く可能性が
考えられる．

• 本システムにより，アーティストや運営のブロック
チェーンアドレスが公開状態となる．これにより，ファ
ンは寄付金や応援金をアーティストに直接届けること
ができる．このことにより，アーティスト側は，従来
の運営では得ることの無かった収益を獲得することが
可能になり，CDや特典，コンサートなど全体的にレ
ベルアップしたものをファンに届けることが出来るよ
うになると考える．

7. おわりに
本論文では，ブロックチェーンをベースとし，NFT を

- 1349 -



イベント管理システム イベントコントラクト BCチケット販売システム

イベント管理システム イベントコントラクト BCチケット販売システム

チケット発行要求

チケットID登録
チケット発行

loop

チケットID発行

チケット発行トランザクション

チケット発行完了通知

【チケット発行枚数】

図 4 チケット発行フロー
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チケット購入者 イベントコントラクト BCチケット販売システム

loop

鍵ペア生成

チケット購入トランザクション

チケットID

【購入チケット枚数】

チケット購入申請

チケット検索

チケットデータ

検証鍵登録

チケット購入

図 5 チケット購入フロー

用いてチケットを流通させるチケット管理システムを提案
した．本システムにより，従来まで転売屋が獲得してきた
高額転売による利益の一定割合をアーティストや運営に還
元することが可能となり，収益が減少した転売屋が高額転
売から手を引くことが期待できる．アーティストや運営に
とっても，より充実した作品やパフォーマンス制作，新人
アーティストの育成に尽力することが期待される．今後，
本システムを実装し，システムの実用性や正当性，確実な
利益還元の評価まで行う．また，実社会での実用性までは
考えて設計出来ていないため，コンサート会場などの場で
使えるための改善策なども考えていきたい．
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チケット転売トランザクション

チケット転売申請

チケット検索

チケットデータ

処理完了通知

署名検証

署名記録

チケット転売完了

チケット転売拒否

チケット転売拒否

alt 【該当データあり】

alt 【署名一致】

【署名不一致】

【該当データなし】

ref

利益還元フロー

図 6 チケット転売フロー

転売先 転売元 BC アーティストや運営

転売先 転売元 BC アーティストや運営
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支払い

還元トランザクション
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データ
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図 7 利益還元フロー
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